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Ⅰ は じ め に

私達は予後不良で､どう援助 したらよいかわからない うちに､苦 しみをが らなくなIDてVlく症例に

よく出会います｡不安､いらだち､苦痛をもつ患者に対して､少 しで もそれ らを蜜滅 し､最後まで生

きる希望 を与えるための働きかけの必要性 を感 じます｡又､家族に対 しても予後不良であることを､

早い時期に受け入れさせて､悔いのをい看病ができるように働きかけをければ在らないと思い､.前回

吃脚 問題を一症例を通 しては りさげてみせした｡

Ⅱ 症例例 紹 介

氏名 ○藤○男 男性58才

病名 搾頭部病及び,rT設転移

入院期間 S48.9. 17-S48. 12.26 ｣㌻4-al-9搬 84-a_｣ユー_A

-(サト科転科 )

敏美 電報電話局勤務

性格 生其面 E]で気が小さく頑張9やである｡そとづ ら良く､ うちづ らが悪 く遠慮がちである｡

家族構成 妻 と娘二人で皆健康

既往歴 高血圧があった｡

Ⅲ 経過 過

S48年 8月中旬から下旬にかけて､食欲成退､腹部膨満､黄痕が現われ､9月17日当科入院 し､

障頭部病 と診断書れるO黄痘強 く､食事摂取不能とそり､10月5日､外科にて黄痘軽減術をうけ､

11月8日再び当科-転科｡

た｡その後食欲おち､黄痕､

/ -

二 二

微熱はあったが､食欲 もあり､ 日常生活はほとんど自分ででき

血傾向増強 し､昏睡に入 り､全身衰弱にで､12月26日死亡

するo fL
W 看護の実際

私達は予後不良患者が､できるかぎ少安楽を日々が送れるように､家族が悔いのをい看病をするこ

とができるようにという目標で､ この研究を行いましたoここで杜食事摂取がほとんどできを くなっ

た頃 より､昏睡になる前までの問をとりあげてみました｡

日増しに食事摂取困難 となり､全身衰弱が 目立 ってきた｡患者は特に何も訴えがたい｡だるそ うに

体をあちこち動かし､苦 しそ うに してい る｡何 とか援助しようと思 って話 しかけても､ほ とんど答え

ない｡増 々ふさぎこんでい く患者を前にして､何とか援 助しをければとべ ･/トサイ ドに行 くも､何 も
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できずに帰 ってきてしまう. こうしたら､ああしたらと考えて行動にうつるも､なか夜かうまくいか

ず､数日過ぎてしまう｡

そこでまず､奥さんと患者が､どの程度病気について知っているのか把握するために奥盲ん とカy

フTVyスをもったo奥さんは ｢入院の時､先生にもう数ヶ月の生命だと言われた時は､目の前が真

っ暗に浸って､どうしたらよいのかわか りませんでしたoこれではだめだと思い､やれるだけの事は

一生懸命やってあげようと思 うようにをってきま した.｣ と涙を流しながら話をする｡ この姿から､

奥さんは死を迎える覚悟をしており､最大限の看護を

うかがわれる｡私達は計画的

てあげようと､一応の決心をしていることが

援助方法を考えていくことにし年o患

者は手術に よ9治ったつもりでいるということでしたので､私達は無痛性胆石症 とし､病であること

は知らせたい方針をとったO

病の進行にともをって､食事摂取極めて困難と走るO倦怠感強度に訴えるo患者は食事を前にして

夜がめるだけで､勧めると rち ∫つとせゞてくれ｣｢あとで｣｢せかせか言 う夜｣｢おれの身になっ

てみ夜ければ､苦しみがわか ら貴い｣ という言葉がかえ ってくる｡本人は食べ ようとする意志がある

が食べれない｡私達が ｢食べれましたか｣と開 くと ｢大分食べれました｡｣と実際には､ほとんど食べ

てい食いのに､一生懸命笑顔を作って答える患者｡患者自身､食べなければいけをいOしか し食べれ

夜いとい うことに対 して､内心では､あせ り､不安､いらだちがあったのでほをいかと思われる｡私

達は､好みの物を与えてみた り､器を変えてみた り､量を少 くして盛 りつける等してみたが､ 日にみ

える効果があが らない｡そこで奥さんとカyフ ァー/ンスをもった.｢私が勧めても食べてくれをい､

どうしてよいかわからない｣というo奥さんに対 しては甘えがあるのではをいか.勧める人を変えて

みたらとい うことで､私達も機会あるととに､言葉だけでをく､実院に与えてみることにした｡あせ

9勧めすぎても､かえ っていや気がさした9､恐怖感をもち逆効果に在るのではないかという意見 も

てたけれど､今までどおり､気長に勧める態度を くずうず､接してい く ことにしたoこうい う症例の

場合､ どんな勧め方をしてみても､食事摂取は不可能であると推測されるけれども､をおその上に勧

めるとLh.9ことは､患者にとって闘病意欲を低下させず､又､見守 られているのだという精神的なさ

さえと浸ったのではをいかと思う｡

次第に全身の衰弱が目立つ ように浸 り､少なかった会話も増々浸 く怒り､コミiニケーションを持

つことが難か しくな9､患者の気侍が把超 しに くく浸る｡話すけれど声にならをいo部屋にいくと､

じっと看護婦を見つめ､口を動かし､何か訴えエうとするも､開きとれたい｡｢どうLTiした7｣ と

開くと､ 目を閉じて黙 ってしまうoニー ドを早めにキ ャブチするにはどうしたらよいか考えた｡

1.等加に予測をもっ

r･1こち ェっとした動作､-二二 t_-: -

き/7どすことD_
情を通して把揺すること〇一

､ゆっくりした気符で接する｡:

托腰かけ､同じ高さで患者に近づいて話をする等､や ってみるが効果があ
･.L.･ L. ･ .tl

J21.:,患者のベースにあ

ーミ ットサイドでは芸･書芸,t_

がら濠いoそ らで次b対策として､奥さんには何か訴えているのではをthれ 何か希望があれば､-
r

諸に援助していきたいと思い､ カンファ レ ンスをもった｡｢もう三 日したら､退院するそ｡だるいの
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をとってくれ｣等いってい るo カンフTVンスを通 して､9バコを吸いに廊下に出て､他の患者と

話 をしたり､景色を眺めた りする事が､楽 しみだとわかる｡状態の許す限 曳､楽もみだ言だてことを

一回で顔 軸 か ェぅと1ー専- 綜 卜- 守､-k歩に速示 LiLたBqこの ように病状
にあわをい希望がでた場合､最悪の場合を予測 した上で､この気持を一方的に押えるのでは浸 く､

ある程度までとりあげて､患者と一緒に考えて､希望をもたせる ように､働 きかけたことは､ノ-T家妖
し ′

の満足につながったのではをいか と思 うp

るいそ う著明､脱力感強度､何 も話さず､ 口を開けて深い呼吸をしている｡ シーツ交換時の体動

もやっとなのに､散歩に行きたい と言 う｡説得するとわかったようにみえるが､又､同じことを訴

えるO散歩に行 くんだといって､手うわさで奥書んに車椅子を用意させ､ベ ッ11サイドに降 りよう

としている｡思 うように体が動かず､介助 してもお し少があがら夜い｡声が出をいので､訴えが介

助者に通 じにくいoいらだった ような顔つきをする｡｢部屋の中は暖いけれど､ 廊下はいつもよ9

寒い し､風 もあるから今日はヤめてお きましょう｡風邪 をひくと因るから､体力がワ伝一弓丁風 の恵

い 日に散歩 しましよう｡今日姓少し食べれたし､ もう少し力がついてか ら､行 きま しょうO｣残念そ

うにち rっと考えてか ら､′｣､さくう夜づ(0｢うちのやつは､おれを病人にする｡｣とぼそ っと言 う.

｢しばらくこのままでいたい｣ と言ってベ ットに起坐のままにそっている｡｢疲れたので横に在る｣

と言 う｡静かに桟に潅 り､ しば らくして rどうもありが とう｡｢足の裏が熱い､足を出してくれ｣

I__-二 二 三 _二 -_;-I.二 二二二 三 二 二 三二 二 ∴ _lI

c癖 にあ-て､ー- 散歩に行きたふ ･う患者の気- 散歩蒜 五 言 ては､､妙 を くてはま

すTiすだめになってしま うとい う気持､壇だ動けるんだとい う気持だったのではをいか と思 う｡そ
ヽ

の気持を大事にきいてあげ､何 らかの形で､溝足させてV,くことが､大切だと思 ったOその後､患

者は昏陣に入 り､個室に痩 少､全身衰弱と消化管出血で､12月26日昇天されました｡

Ⅴ 考 察

ス3-1'7-那,-p奥さんと､計画的に何回誘㌻かyプT レLシLス紬 ことによ 9 .､

き役になることによ

することができたD

rbこと吐､患者に三 二 三 三

皐-誓看護婦が聞

こ安を準えた 9しなくて､落ちついて看病

て､患者にに接 してレ､くことができノた｡

詣王ら妄 あそ符号拓でじ7う誠一との症例

ql上方 に,---コミュニケーショyが うま くいかない患者の場合には､特に近事者の協力を得ることが､

必要だ と思った｡.叫 - - Y Vyス鰯 3品 丘且⊥盃出 演 えるに臥 多勢

の看護婦に話す よ9姓､′ある程度決められた看護婦の方が､話 しやす く､効果があった ように思わ.

岨 I t=1云 後欄 とし素 人- の印象がその忠義にとって強いものがあるので､単鴫
け持ち制を基準 どお9決めず､個々の場合を考 え､それにあったものに変遷してVlく等､考えなけ

れば怒らをい と思 った

又､訴えても何 も言えずVC､何回かゆきづま少を感 じた｡｢もう5日したら

揺 するぞO｣とい う患空 き聖 空室 透 象 嘘 雛 て生竜
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ようとする希望を､すてていないこと



警吏粗 予後蜘 遅速勧告かゆみことの犬切羽 U とて 匡高官 ど恵打̀ 数歩釘く訴

える言葉9JFPA_15-何立騒 うーと-してt～-もの79r エ~ぐぐ軒どり一二一でき〟右範囲でT:希望をもたせるよ

ぅ桓 竺 禦 力や 於と思誓 ,重症期の轡 理Lの転 家族-竺働峯や適 ほんの一歩Lヽ

にすぎをかったカ＼.今後､家族を通しでの患者ぺの働きかけとV,う両で､-′もう一歩すi めていきた

い とt二1･うO- こ

Ⅵ 参考文献は省略する｡
TP ~丁
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